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１９８４年　埼玉県 出身

２００８年  多摩美術大学日本画専攻卒業

２０１０年  多摩美術大学大学院日本画研究領域修了

２００６年　グループ展「エイメイ展」（Key gallery/銀座）

　　　　 　 グループ展「活活展」（月光荘/銀座）

２００７年　夢ビエンナーレ入選作品展　（八王子市夢美術館）

　　　　    グループ展「活活展vol.2」　(プロモ・アルテギャラリー/表参道）

　　　      第18回臥龍桜日本画大賞展　（高山市民文化会館）

　　　　    守谷育英会修学奨励金　特別賞

２００８年  多摩美術大学日本画卒業制作展　(東京銀座画廊/銀座）

　　　      第11回川の絵画大賞展　(加古川市）

　　　      グループ展「第１５回渓展」　(ギャラリー渓/新宿）

２００９年　トーキョーワンダーウォール公募2009入選作品展(東京都現代美術館） 

            第20回臥龍桜日本画大賞展　奨励賞　(高山市民文化会館）

　　　　    多摩美術大学大学院版画・日本画合同展　（佐藤美術館/千駄ヶ谷）

　　　　    第18回佐藤国際文化育英財団奨学生展　(佐藤美術館/千駄ヶ谷）

２０１０年  個展　(アートスペース羅針盤/銀座）

　　　　    第２９回上野の森美術館大賞展　賞候補　（上野の森美術館）

　　　　    ART AWARD NEXT―アートアワード・ネクスト#1（東京美術倶楽部/新橋）

２０１１年　グループ展「※COME展４」　（藤屋画廊/銀座）

          　東美アートフェア　　（東京美術倶楽部/新橋）

 

野崎　慎

福井　道顕

加藤　優花

野川　恭平

岩井　尚子

１９８４年　愛知県 出身

２００７年  多摩美術大学日本画専攻卒業

２００９年  多摩美術大学大学院日本画研究領域修了

２００４年  第四回佐藤太清賞公募美術展入選

２００６年  ASK?映像祭2006入選

　　　　　　第42回神奈川県美術展 平面立体部門入選

２００７年　第43回神奈川県美術展 平面立体部門入選

　　　　　　福井道顕×村瀬都思　二人展「Y→Ｘ」（ギャラリーQ ）

２００８年　グループ展「七彩輪展」ー若き日本画家たちー（ギャラリー風）

２００９年 「FIELD OF NOW 2009」（銀座洋協ホール）　

２０１０年　個展「～floatable souls ～」（ギャラリー羅針盤）

１９８２年　東京都 出身　

２００６年　多摩美術大学日本画専攻卒業

２００８年　多摩美術大学大学院日本画研究領域修了

２００５年  4/けだま　銀座OS画廊

２００６年　卒業制作展　東京銀座画廊

　　　　　　五美術大学展　東京都美術館

　　　　　　e-mit展（以降０７’０８’０９）銀座スルガ台画廊

　　　　　  藤沢昆明友好都市提携２５周年記念「日中文化交流展」出品

２００７年　けだま展　ギャラリー青羅

２００８年　修了制作展　東京銀座画廊

　　　　　　五美術大学展　国立新美術館

　　　　　　けだま展　銀座東和ギャラリー

２００９年　岩井尚子展The Flowing Phenomenon 銀座スルガ台画廊

　　　　　　※come展　藤屋画廊

２０１０年　岩井尚子・和田奈緒美展　san-ai gallery

　　　　　  画廊企画７人展　アートプレイスＫ

　　　　　　けだま展　プロモアルテ

２０１１年　岩井尚子展　なびす画廊

　　　　　　岩の野はらの垣根をこえて井戸に入る展　アートプレイスＫ

            記憶　vol.9  san-ai gallery

１９８６年　神奈川県 出身

２００８年  多摩美術大学日本画専攻卒業

２００７年　守谷育英会美術奨励金守谷賞受賞

２００８年　多摩美術大学絵画学科日本画専攻卒業

　　　　　　個展　(アートスペース羅針盤)

２００９年　FON2009　(銀座洋協ホール)

   FUTABA FRESH ARTIST'S　(フタバ画廊)

２０１０年　個展　(ギャラリー広田美術)

１９８４年  神奈川県 出身

２００８年  多摩美術大学日本画専攻卒業

２０１０年  多摩美術大学大学院日本画研究領域修了

２００７年 「Nov-Dec 07 Artists」(東京/GalaxyCountach)

２００８年  第44回 神奈川県美術展 平面立体部門　入選

           「潮彩 -日本画4人展-」(東京/十一月画廊)

２００９年  第9回福知山市佐藤太清賞公募美術展 日本画の部入選

２０１０年  個展(東京)

            Next Art展 推薦作品選出(主催:朝日厚生文化事業団)

２０１１年 「※COME展4」(東京/藤屋画廊)

            個展(東京/Gallery Art Point)

Nozaki Chika

Fukui Michiaki

Kato Yuka

Nogawa Kyohei

Iwai Hisako

  阿吽(あうん,a-hum):梵字において、阿は宇宙の始まり、吽は終わりを表す言葉とされています。
始まりは終わりに関わり、終わりは始まりに関わることで、すべての物事は繋がり関係し合って存在しているのです。
　今、多摩美術大学の日本画を卒業した私たちは、「関係」の可能性を提示したいと考え、本展覧会を「阿吽」としました。

　現在、インターネットや携帯電話、twitterやFacebookに代表されるSNSの急速な発達により、間接的な関係が広がっています。
その結果、「場」や「集団」を感じにくくなってしまった日本人の心は孤独化、空洞化が進行している様です。

　しかし私たちは、それぞれの裡に眠る、静かで、力強く、深い“自らの意思”に気付いて欲しいと願っています。
私たちは作品を通して、根源である「セカイ」にコミットしようとしています。
全てのものに関わり、飲み込み、消化吸収し、新たなビジョンを提示していきます。
　ーー作品を通して皆さんにコミット（関わる事）をして欲しい。
そして、終わりは再び始まりに繋がってゆくように、皆さんにも『セカイ』の流れの一端に加わっていただけたら幸いです。

阿吽a-hum阿吽


